
行政評価シート（事務事業評価） 評価年度 2８年度 

事業名 予防接種事業 担当課 保健課

細分化した事業名

１ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の計画的位置づけ 

基本方向 誰もが安心して暮らせるまちづくり

第６次長期総合計画での目的体系 政策 健康な暮らしを守る保健・医療の充実

施策 健康づくりの推進

関連する個別計画等 根拠条例等

２ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の概要 

事業の目的

医療機関と相互に協力して公衆衛生向上に寄与し、市民の健康的な生活を確保するため。

予防接種法に基づく小児対象のＡ類疾病及び高齢者対象のＢ類疾病に対して、予防接種を受けるよう勧奨する
とともに、各医療機関で個別に接種できる機会を提供する。

事業の手段 

・個別予防接種：BCG、二種混合、四種混合、不活化ポリオ（単独）、麻しん風しん混合、
        日本脳炎、ヒブ、小児用肺炎球菌、子宮頸がん予防ワクチン、水痘
・業務内容：医療機関に委託
・生後１ヶ月の乳幼児保護者に予防接種手帳（各種予防接種の予診票）を交付。

・児童、生徒に対する予診票は、個別通知を行っている。
日本脳炎は勧奨の差し控えによる未接種者（高校３年生）には、予診票等を個別通知。
二種混合は小学６年生に個別通知、麻しん風しん（Ⅱ期）は年長児に個別通知。

・高齢者にインフルエンザの予診票等の案内を送付
・６５歳以上の高齢者（５歳刻み）に肺炎球菌ワクチンの予診票等の案内を送付、
 送付対象外の高齢者にも任意で助成を行っている。

事業の対象

乳幼児（３ヶ月～９０ヶ月）
児童・生徒（小学１年生～高校１年生）

高齢者（６５歳以上）

３ 実施（ＤＯ）：投入費用及び従事職員の推移（インプット＝費用＋作業） 

25 年度 26 年度 27 年度

A 事業費 (千円) 68,072 71,629 65,232
財
源
内
訳

国・県支出金

その他（使用料・借入金ほか）

一般財源 68,072 71,629 65,232

B 担当職員数（職員 E） (人) 0.43 1.03 1.03

C 人件費(平均人件費×E) (千円) 2,791 6,998 6,916

D 総事業費(A+C) (千円) 70,863 78,627 72,148

主な事業費用の

説明 
予防接種の各医療機関への委託料 

注〉平均人件費は各年度決算額(職員給与費)から算出した 25 年度（6,491 円）,26 年度（6,794 千円）,27 年度（6,715 千円）を使用しています。 

４ 実施（ＤＯ）：事業を数字で分析（アウトプット＝事業量）

指標名 指標の算出方法

実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度 

活動指標 １

予防接種手帳
（四種混合、BCG、麻しん
風しん混合 1期、日本脳炎 1
期、、ヒブ、小児用肺炎球菌、
水痘）
二種混合
日本脳炎 2期
麻しん風しん 2期
高齢者インフルエンザ
高齢者肺炎球菌（定期）

周知者数（人） 199

287

308
265
7,952

-

187

293

352
252
7,993

1,836

209

309

347
224
8,364

1,705

妥当性 □ Ａ 妥当である ■ Ｂ ほぼ妥当である □ Ｃ 妥当でない

上記活動指標と妥当性
の説明

１
予防接種手帳や通知等により対象者（保護者）に周知し、医療機関と相互に協力して公衆衛生の向

上に寄与し、市民の健康的な生活を確保している。



５ 評価（ＣＨＥＣＫ）： 事務事業評価 （アウトカム＝成果・効果）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度

成果指標 

もしくは 

まちづくり

指標

１

四種混合
不活化ポリオ（単独）
二種混合
ＢＣＧ
麻しん風しん混合
日本脳炎
ヒブ
小児用肺炎球菌
子宮頸がん予防ワクチン
水痘
高齢者インフルエンザ
高齢者肺炎球菌（定期）
高齢者肺炎球菌（任意）

予防接種率（％） 83.7
36.0
85.0

77.4
93.1
78.9

84.8
88.3
2.3

-
62.0
-

-

79.2
24.3
80.3

89.1
92.3
60.9

80.8
80.0
0.4

43.6
64.4
46.8

8.1

85.5
14.7
90.9

97.0
88.2
51.8

87.3
87.3
0.0

69.2
60.8
35.2

1.4

成 果 □ Ａ 上がっている ■ Ｂ ほぼ上がっている □ Ｃ 上がっていない

上記指標の妥当性と成
果の内容説明

１

医療機関と相互に協力して公衆衛生の向上に寄与し、市民の健康的な生活を確保している。また、
四種混合が始まり、三種混合の生産が終了したため、不活化ポリオの接種者は減少しており、定期
予防接種が三種混合から四種混合へと移行がほぼ終了したことが伺える。さらに、平成 26年度より
水痘、高齢者肺炎球菌への助成が始まった。なお、子宮頸がん予防ワクチンについては平成 25年度
より定期接種となったが、６月に積極的勧奨が中止となり、接種者がほぼいない。

事務事業総合評価 □ Ａ 期待以上に達成 ■ Ｂ 期待どおりに達成 □ Ｃ 期待以下の達成

６ 改善（ACTION）：今後の事務事業の展開

□ 拡大（コストを集中的に投入する） ■ 一部改善（事務的な改善を実施する）

今後の事業展開
□ 全部改善（内容・手段・コスト・実施主体等

の見直しが必要）

□ 縮小（規模・内容を縮小、又は他の事業と統合

する）

□ 廃止（廃止の検討が必要）

事
務
事
業
の
改
善
案

改善の概要・方向性（いつまでに、どういう形で具体化するのか）

28年度の改善計画（今後の事業展開説明）
平成 28 年 10 月よりＢ型肝炎予防接種が定期接種化する。定期接種化導入に伴い、対象者に対して個人通知は
もとより、あらゆる媒体を用いて周知を行っていく。
積極的勧奨を差し控えていた予防接種（日本脳炎）は国の示す方針に従い、順次接種勧奨を行っている。しかし、
依然として未接種者が多いため、新しいワクチンが開発され、重篤な副反応のリスクが低減されていることなど
を就学児健診等あらゆる機会において周知を徹底していく。
また、積極的勧奨が差し控えられている予防接種（子宮頸がん予防ワクチン）は国の動向を注視し、逐一情報を
周知し、再開された場合に備え、周知漏れなどがないよう対象者管理を徹底する。
その他の定期予防接種については、継続して乳幼児健診・教室等で母子健康手帳を確認し、直接保護者に対して
接種を呼びかける等をして接種率の向上に努める。

過去
の 
改善
経過

平成１３年度より：インフルエンザ予防接種助成（２，５００円）

平成１６年度より：日本脳炎Ⅱ・Ⅲ期（小学４年、中学３年）個別接種化
平成１７年度中途より：日本脳炎接種勧奨差し控え勧告及びⅢ期廃止
平成１８年度より：麻しん風しん混合ワクチン（満１歳児、年長児対象）接種開始

平成２０年度より：麻しん風しん混合ワクチンⅢ期・Ⅳ期接種開始（平成２４年度までの措置）
平成２２年度より：日本脳炎の接種が再開され、国の視診に基づき積極的勧奨を実施
平成２４年度中途より：ポリオの定期予防接種が生ワクチンから不活化ワクチンへ移行し、集団接種が終了

           四種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風、不活化ポリオ）が開始
平成２５年度より：ヒブ、小児用肺炎球菌、子宮頸がん予防ワクチンが定期接種化
平成２６年度より：高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種（任意）が開始

平成２６年度中途より：水痘、高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種が定期接種化

課長所見 予防接種率は、全体で概ね上昇しており、期待通りに目標を達成している。


